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【研究の概要】

沖縄では、もーい（イバラノリ）、しせー（ツク

シマノリ）、おごのり（カタオゴノリ）などの赤い

色の海藻（紅藻）が日常の食卓を彩っていま

す。これらの紅藻の赤色は、光合成に必要な

フィコエリスリンという色素タンパク質です。こ

の色素タンパク質は、蛍光性の鮮やかな赤

色を示しますが、一方で加熱によって固まる

性質もあるため、利用方法が限られています。

本研究では、サーモライシンというタンパク

質の一部を切る酵素でミリン科アガーディエ

ラ属の紅藻（以下、ミリン）を処理することで、

熱によって固まらない赤色色素ペプチドやそ

の他ペプチドが得られることがわかりました。

【結果】

ミリンから水で抽出したタンパク質の混合物

をサーモライシンで処理すると、血圧の上昇

を抑えるペプチドや色素ペプチドが生成され

ることがわかりました。さらに、このサーモライ

シン処理物を実験動物（高血圧自然発症ラッ

ト）に食べさせると血圧を下げる作用を示すこ

とがわかりました。
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本色素ペプチドは、まだ試験管内
の試験ですが、タンパク質糖化反応
阻害活性などの機能性も見つかって
おり、アンチエイジングなどの用途が
期待されます。


